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調査は，図1に示すように,寒風山西側の火口原(A

地域）と寒風山北側中腹丘陵地(B地域）の2か所で

実施した。A地域は，経の町火口原(旧池ノ平噴火口）

と称する窪地状の草地であり，ススキやシバ類，シダ

類が優占する。また，面積的には小さいが，寒風山西

側斜面と姫岳北側の斜面には，火山岩磯地低木群落が

形成され，その林縁には，ササ類，ヤマハギなどが生

育している。B地域は，標高lOOm-180mの中腹丘陵

地で，近年ゴルフ場として開放された。その周辺部に

は，カスミザクラ，ガマズミ，タニウツギ，ヤマノ､ギ

などの木本類，オオイタドリ，ススキなどの丈高草本

類，クズ，ノイバラなどのつる性植物が繁茂している。

また，所々にヨシ湿原地やスギ植林地が認められる。

調査地内における人の往来は、A地域の幹線道路際や

B地域のゴルフ場周辺に限られており，地内を出入り

する人の数は少ない。

は じ め に

秋田県における草原性鳥類については，男鹿半島全

域で実施した小笠原ほか(1973)の一部、八郎潟干拓地

において珍鳥オオセッカの生態をまとめた西出(1975)，

男鹿半島西端入道崎の鳥類をまとめた佐藤(1976)，八

郎潟干拓地内湿地草原の鳥類をまとめた岸(1985)など

の諸報告がある。

筆者は，秋田県立博物館の研究および展示活動のひ

とつである自然史シリーズ，前回の「八郎潟」につづ

く「男鹿」（対象地名）の一環として，男鹿半島の草

原性鳥類に焦点をあてた。男鹿半島には，風衝作用お

よび刈り込み作用，踏み込み作用により草原化した入

道崎や寒風山などがある。今回は，山地草原である寒

風山に絞り，そこの烏類を調査した結果，鳥類相およ

びホオジロ，ホオアカなどの草原性烏類について興味

ある知見を得たので報告する。

この報告を草するにあたり，懇切丁寧に校閲してく

ださいました秋田大学教育学部教授小笠原嵩博士に

対し，深甚な謝意を表します。
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調査方法

図1に示すように，調査は,A,B地域共，巡回コ

ースをとった。Aコースは,一周3.Okm,Bコースは，

4.8kmである。毎月1回,1988年4月から11月までの9

か月間，コースにしたがい約50m巾に出現するすべて

の烏類を記録するラインセンサス法により実施した。

調査地の概要

図1の位置図に示すように，男鹿半島は，秋田県中

央部から日本海に突出するように形成されており，そ

の基部には八郎潟がある。半島東側に位置する寒風山

(354.8m)は,第4紀に噴火したといわれる比較的新し

い火山である。宮脇ほか(1973)によれば，旧火口部お

よびその周辺は，火山岩喫地植生としての低木を主と

したマント群落とし，この火口部を除いた山塊部は，

人為的な影響も加わったススキやシバを主にした山地

草原としている。現在，森林はほとんど形成されてお

らず，なだらかで壮大な開放景観を示す。
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結果と考察

1．鳥類相の概要

A地域とB地域に出現する鳥類を把握すれば，寒風

山の鳥類のほとんどが網羅できると考えられる。寒風

山で聾認められる鳥類は，表1に示すように，22科48種

である。調査期間中毎月のように観察され，通年生息

していると思われる鳥類は，トビ，ヒヨドリ，モズ，
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図1調査地付．近の概要図

Fig.1Showingthemapoftheinvestigatedarea.
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2．繁殖期における優占種の変化

4～8月を当地における繁殖期としたとき，この期

間で優占する種類は，図3の上図に示した，ウグイス

(20.0％)，ホオジロ(18.8％)，ホオアカ(11.8%),ヒ

ヨドリ（11.3％)，カワラヒワ(5.4％)，ヒバリ（5.3％）

である。これらの6種について,A,B地域別に優占

度で比較したのが図3の中・下図であり，単位時間あ

たりの出現個体数の月別変化で比較したのが図4であ

る。

最優占種であるウグイスは，低木林内を生息域にし

ホオジロ，カワラヒワの5種と少ない。ヒバリとウグ

イスは，当地における滞在期間は長いものの,11月以

後早春までは生息しないと思われる。図2に示すよう

に，月別の優占種を比較すれば，繁殖期である4～8

月は，ホオジロ，ヒバリ，ウグイス，ホオアカ，ヒヨ

ドリによって占められ，9月以降の秋期は，渡りの途

中と思われるツグミ，メジロ，マヒワ，ツバメに加え

て§繁殖後集団となったホオジロ，ムクドリ，ヒヨド

リなどが数を増している。

Ｌ
晴
４
画
・
召
『
由
ｒ
石
門
創
刊
弓
１
凶
】
言
側
‐
．
ｄ
ヨ
Ⅱ
判
Ｔ
可
動

劃
国
ｑ
ｒ
宅
阿
ｎ
国
型

口
ｑ
『
“
刀
幻
刑
噌
刃
１
Ｆ
へ

岬
・
・
・
Ｊ
〔
唇
剛
両
叫
竜
寅
壷
ロ
バ
画
母
回
叩
輔
肖
咽
二
．
厩
眠
審
価
醇
階
展
鯵
牌
に
倶
凹
に
ｒ
Ｌ
レ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

28－



笥

寒風山の草原性鳥類
一
顎
閑
騨
碓
酬
い
Ｌ
一

表1寒風山の鳥類目録

Tab.1AlistofbirdsobservedonMt.Kanpu.
毎
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一
二

FamilyANAT1DAE

1.Anastoeα勿沈y77c地カルガモ

F.ACCIPITR1DAE

2.Miltﾉzfs沈壇池抵トビ

F・FALCONIDAE

3．凡此0座7電宛泥鱈′､ヤブサ

i.F.i加允況刀cul錨チョウケンボウ

F.PHASIANIDAE

5．助as力刀24s”此方宛z“キジ

F.SCOLOPACIDAE

6.Gα"加増ひhardwたんガォォジシギ
F､COLUMBmAE

7.Streptopeliaoｱたれ”姑キジバト
F・CUCULIDAE

8.Cuculuscanorusカッコウ

9．am虹印halusホトトギス

F・PICmAE

10.Dendrocopos"α7”アカケラ

11.D.々左雄jコケラ

F.ALAUDIDAE

12.Alau血α冗尼"szsヒバリ

F－HIRUNDINIDAE

l3H7海“ぬγz私sjjmツバメ

F･MOTAcⅡTmAE

14.Mo必aJなcinereaキセキレイ

15．Mαj“ハクセキレイ

F.PYCNONOTIDAE

16./もめs捗陀sα加αurotisヒヨドリ

F,LANⅡDAE

17．Lanius塘だ"zｲsチゴモズ

18．L.bucephal鱈モズ
F,MUSCICAPIDAE

19．〃“72丈”群s“?、惣況sジョウビタキ

20．釦x"〃torqua雌ノビタキ

21.Monticolaso"必滅fsイソヒヨドリ

22．，"汝iscordisクロツグミ

23．正池厘加α泥祁ツグミ

24．α"趣ばゆ加加ウグイス

25.Acrocep〃αlusam刀｡醜α“z“オオヨシキリ

26．Cyan妙"虹c”7zo"22彪宛αオオルリ

27.Musejm”ん"rostrisｺｻﾒビﾀｷ

F･AEGITHALIDAE

28．A曙"加んs“"ぬ/鱈エナガ・
F､PARIDAE

29.f七〃sα彫γヒガラ

30．P.va河蛎ヤマガラ

31.P."α/bγシジュウカラ
F.ZOSTEROPIDAE

32．Zbsだ》opsjaponicaメジロ
F・EMBERIZIDAE

33.E沈舵7左αc"』ぬsホオジロ

34．E.fucataホオアカ

35．E7wsjz“カシラダカ

36.E.ど姥α妬ミヤマホオジロ

37.Es…”〃α必ｱｵジ

FFRINGJIJJDAE

38α超姪佑sinicaカワラヒワ

39.C功加妬マヒワ

40.Uｼ瑠蛎sibiria衝くニマシコ

41．Pyn伽鹿必′〕"ザカ鹿必ウソ

42.画，〃0"α陛滝o池雌ｲｶﾙ

F.PLOCEIDAE

43．Passeγ加o刀麺刀妬スズメ

F,STURNIDAE

44．s如沈"Sfi""酸pensisコムクドリ

45.S.cineraceusムクドリ

F.CORVIDAE

46.Garruluselanぬ河抵カケス

47．α'TﾉzｲScひ7℃宛e′、シボソガラス

48.C.macうりﾌｶynchcsハシプトガラス
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たのは，ホオジロとホオアカの2種である。両種は，

近似種で､あり，生息環境も類似していることから，そ

の分布状況は興味あるところであった。調査の結果，

両種は明らかに生息地域を異にする状況にあり，ホオ

ジロは，主に低木林内および林縁群落内で，ホオアカ

は，ススキなどの丈高植物やその周辺で観察された。

優占度からみれば，ホオジロは,A地域9.3%,B地

域24.3％であり，ホオアカは,A地域27.5%,B地域

2．6％である。図4に示す相対密度の月別変化をみる

と，4月，ホオジロはA地域2.3N/h,B地域7.0N/h,

計9.3N/hであるのに対し，ホオアカはまだ出現して

いない。ホオアカの繁殖活動は，ホオジロに比べ1か

月以上遅い5月下旬から始まっている。これは，長野

県におけるホオジロ(山岸1978),ホオアカ(牛山1968）

ていることから,A地域に比べ，低木林の占める割合

が多いB地域に優占している。優占度は,A地域の15.0

％に対しB地域が23.0％である。しかしながらA地域

の寒風山西側斜面および姫岳北側斜面の低木林は，面

積的にはわずかであり,15.0%は，決して少ない値で

はない。図4の月別変化においても,A地域での値が

やや低いながらも,A,B地域は類似した変化をみせ

ている。A地域の低木林の様子を見直してみれば，林

縁にササが広範に分布しており，これは，テリトリー

の分布とササの分布とが密接な関係にあるとする羽田

・岡部（1970）の見解に合致するように思える。

草原性鳥類を代表するホオジロ属は，当地において

もホオジロ，ホオアカ，カシラダカ，ミヤマホオジロ，

アオジの5種が観察されたが，繁殖期に常時認められ
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の例に類似する。しかし，渡来が遅いホオアカは，6

月になると,A地域を主な生息地としながら，ホオジ

ロの生息数をしのぐ状況となる。これは，7．8月も

同様である。ホオジロとホオアカの生息分布の異なり

が，種間競争によるものなのか，生息環境によるもの

なのか，あるいは行動圏の違いによるものなのかはは

っきりしないが,A地域とB地域とでは，明らかな相

違が認められ，今後の研究課題となろう。

ヒヨドリは，スギ，マツ類のほか，比較的樹高の高

い広葉樹林の，しかも高い位置で観察されることが多

い。A地域での優占度7．7％は，ほとんどが上空を通

過した個体であることから，その数値で地域に優占す

るとはいいがたい。B地域で示す13.5％こそが，地域

の特徴を示すものである。図4の相対密度の月別変化

からみても，繁殖期におけるB地域の最大値が6月の

10.8N/hであるのに対し,A地域の最大値が7月の

8.7N/hである。これは，早期に繁殖を終了した個体

が採餌目的によりA地域に移動，もしくはA地域を通

過したとみるほうが自然であろう。10月のA地域にお

ける相対密度30.0％がそれを裏付けていると考える。

カワラヒワは，市街地ではスギやマツ類などを営巣

木に利用することで知られているが，当地では，もっ

と樹高の低い木本類を利用することも考えられる。ま

た，採餌のために常時草原内に飛来していることから，

生息域は，寒風山全域にわたっていると考える。A,
カワラヒヮ
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地域の差はない。

5．繁殖期に優占する6種は，繁殖環境を異にしてい

るように思われる。

B地域の優占度を比較しても5.4％と近似しているし，

月別変化もほぼ類似した形を示す。

ヒバリは,B地域ではまったく認められず，すべて

A地域において観察された。しかも，生息域は，強く

刈り込まれた草地内であり，同じA地域を主生息地と

するホオアカとは，明らかに異なっている。

以上，繁殖期における6種について，その生態を述

べたが，それぞれに特徴ある生息分布があるよ．うに思

われる。草原性鳥類の群集構造について論じた中村

(1963)やホオジロ属の生活場所と行動圏を論じた中村

ほか(1968)とは，構成種に若干のちがいがあり，同一

に論じられることではない。しかし，当地における草

原性烏類，特にホオジロとホオアカについては，繁殖

分布や生態行動に興味ある相違が認められ,再調査後，

別の機会に報告したい。
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要約

1．寒風山における鳥類調査は，1988年4月から1988

年11月までの期間，毎月1回，ラインセンサス法に

より実施した。なお，調査は，ススキやシバ類が優

占するA地域と丈高植物や低木林などによって占め

られるB地域とに分けて行った。

2．出現した鳥類は，表1に示すように，22科48種で．

ある。

3．繁殖期である4～8月に優占する種類は，ウグイ

ス(20.0%),ホオジロ(18.8%),ホオアカ(11.8%),

ヒヨドリ（11.3％)，カワラヒワ(5.4％）およびヒバ

リ(5.3％）である。

4．繁殖期において，ホオアカ，ヒバリはA地域に，

ホオジロ，ヒヨドリはB地域に優占する。また，ウ

グイスはややB地域に多く，カワラヒワは,A,B
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